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基礎看護技術教育におけるビデオ・オン・デマンド教材の活用
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The　Use　of　a　Video－on－demand　System　in　the　Education　of　Basic

Nursing　Skills

Miyako　Oike，　Masafumi　Ohki，　Kazuko　Onimura，　Etsuko　Kitahara，　Tomoko　Nagaie

　　　Setsuko　Murata，　Minako　Masuzaki，　Kazuko　Tateishi，　Rika　Yoshinaka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

We　developed　a　video－on－demand　（VOD）　system　for　the　education　of　basic　nursing　skills．　The　purpose

of　this　video　material　was　to　improve　students’　understanding　of　tbe　proper　nursing　skills　by　finding

mistakes　in　the　video　images．　As　a　result　of　using　the　present　VOD　system，　we　suggested　that　（1）VOD

encourages　students’　motivation　for　learning　nursing　skills　and　（2）VOD　can　be　utilized　as　a　materials

center　by　accumulating　many　images　of　nursing　skills．

Key　words：　Video　on　Demand，　Basic　Nursing　Skills，　Nursing　Educal．ion

　　　　　　　　1　はじめに

　今日，情報技術の進展とともに，マルチメディ

アやコンピュータの教育活用が急速に拡大しっっ

ある。森川によると，我が国における教育現場へ

のコンピュータ普及は1985年の文部省臨時教育審

議会の答申以降であり’），それ以後，各教育施設に

コンピュータ機器の設置が推進されている。それ

による教育形態は学習内容の補強，個別指導方式，

模擬演習などであり2），学生の多様性・個別性に対

応できることが指摘されている。

　また，高等教育の大衆化や学習ニーズの多様化

などから大学・短大における授業改善・改革が求

められている。このような授業改善・改革には，

各高等教育機関における自己点検・自己評価とと

もに，変化する学習者の個別性や多様性に働きか

ける教育方法の積極的導入が不可欠である。

　看護教育においても，将来の看護職者の育成に

向けた教育方法として，模擬患者やPBL（Prob一

lem－Based　Learning）などが検討され3），その中

でコンピュータ支援教育CAI（Computer　Assist－

ed　Instruction）が徐々に拡大している4）。

　当看護学科の基礎看護技術教育では，模擬i患者

をはじめ体験学習を中心とした教育方法を展開し

ている。その中で，今回ビデオ映像をコンピュー

タに導入したVOD（Video　on　Demand）教材を

開発するとともにそれによる演習を試みたので報

告する。

II　看護教育におけるコンピュータ教育利

　　用の意義

　看護教育は看護実践を通じた知識と技術の統合

化を重視する。特に問題解決技法としての看護過

程には，情報収集能力，分析能力，判断能力など

が含まれる。しかし，これらの育成において，「思

考過程を踏まえた指導」や「教材検討」の不足が

指摘されている5）。
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　このような現状の中で，ビデオ教材が看護実践

のイメージ化や理論的根拠の理解などに有効とし

て活用されている。これらのビデオ教材には，教

官自作によるものもあるが，製作に要する多大な

費用や時間などから市販ビデオに依存する傾向に

ある。

　また，市販によるビデオ教材の大部分はお手本

型であり，単元を担当する教官の学習目標やねら

いを直接反映するものではない。さらに一斉授業

を通じて視聴されるビデオ教材は，受身・記憶型

の学習形態6）となり，判断能力や思考能力の個別

的な育成に適切であるとはいいがたい。

　一方，1980年代に看護学教育に導入されたコン

ピュータは，反復学習，瞬時のフィードバック，

個別性への対応などの利点があり，森川は，コン

ピュータ導入の必要性を次のように指摘してい

る7）。①看護学教育の効率化，②個人指導への対

応，③問題解決能力の育成，④教育内容の均一化，

⑤生涯学習のツール，⑥医療現場への対応，であ

る。さらに竹内によると，このような教材の教育

効果には，「学習の満足感や楽しみを通じた学生の

創造性の強化」や「関心を高める」，あるいは「聴

覚・視覚の刺激により行動を通じた記憶量の増加」

などがある8）。

　コンピュータやマルチメディアの教育利用は，

学生の興味や関心あるいは意欲に影響しながら，

問題解決能力や自己学習能力の育成につながると

考える。さらに今後の情報社会に対応できる看護

職者の育成には，コンピュータの教育利用が不可

欠であり，看護教官においても習得すべき教育技

術の一つといえる。

ることが予想される。VODが可能となったのは

ビデオ映像がデジタル化（数値化）され，コン

ピュータで取り扱うことが出来るようになったか

らであり，ビデオ映像はコンピュータネットワー

クを使ってネットワーク上の複数のコンピュータ

に対して数値データとして配信される。ただし，

ビデオ映像を単純に数値データに変えた場合には

極めて大きな数値データとなるため，数値化にお

いてデータ圧縮の手法が用いられている。代表的

なビデオ映像圧縮形式としてはMPEG（Moving

Picture　Experts　Group）形式がある。

　図1に本短期大学部において構築したVODシ

ステムの構成図を示す。学生計算機実習室には情

報処理教育の為の学生用コンピュータ41台と教官

用コンピュータ1台，およびユーザ管理用のWin－

dowsNTサーバが100MbpsのFast　Ethernetで

LAN（Local　Area　Network）を構成している。

このLAN内部への外部ネットワークからの侵入

はファイヤーフォールによって保護されているが，

内部からインターネットを通した外部へのアクセ

スは可能としている。この計算機システムに新た

にビデオサーバとしてシリコングラフィックス

（SGI）社製ワークステーション02とビデオデー

タ保管のための36GB，　RAID　（Redundant

Arrays　of　Inexperlsive　Disks）を付加してVOD

システムを構成した。このシステムでは，各学生

用コンピュータからの放映要求を受けて保管され

ているビデオ映像がビデオサーバより，即時に

各々の要求に応じて配信され，各学生用コン

ピュータの画面上で再生される。ビデオサーバに

はこのような映像配信のためのソフトウェアとし

　　　　　　III　VODシステム

　ビデオ・オン・デマンド（VOD）とはテレビ放

送などのように多数の視聴者に対して同じ番組を

放送局から一方的に放映するのではなく，視聴者

側から放送局に放映の要求を行い，好きな番組を

好きな時間に視聴できるようにしたビデオ映像の

放送形式である。この放送形式はケーブルテレビ

などでは一部実現されており，視聴者の主体性を

重視したマスメディアの利用法として今後普及す

ビデオサーバ

（SGIO2）

インターネント

RAID
36GB

RAID
39GB

Windows　NT

　サーバ

ファイヤー

ウォール

100BASE－T
スイッチングハブ

『一『－「一圏．馳幽一一

Windows　NT

Nライアント

　　　　　　　　　教官用コンピュータ　　1台

　　　　　　　　　学生用：ンピュータ　41台

図1　VOD配信システム
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てSGI社製MediaBase　Ver．4．0．1をインストー

ルしている。ビデオ映像形式としては現在のとこ

ろMPEG－1形式を用いている。この形式は一般

のテレビ映像の約1／4のサイズであり，1分間

の映像で約10MBのデータ：量となる。すなわち本

システムの36GBディスクの場合には，60分のビ

デオ約60本の収容が可能である。
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　IV　VOD教材の開発過程（図2，3）

1）企画段階

　看護学教育の現状と課題及び当看護学科におけ

る基礎看護技術教育の実際を振り返りながら，ビ

デオとコンピュータの教育利用に関する基礎的情

報収集と文献検討を行った。VODシステムを活

用した教材開発の焦点を自己教育力・生涯教育力
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図3　VOD教材の開発過程
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とともに，そこに繋がる思考力の育成とした。

　教材作成の対象となる基礎看護技術の教育過程

では，講義を知識獲得の段階，演習を技術習得に

向けた試行錯誤の段階とした。VODのビデオ教

材は，お手本型ではなく学生の参加や興味，関心

を高めることとして間違い探しをテーマとした。

これを仮説探究と学習内容の確認として前述の教

育過程に位置づけた。

　シナリオは，文字によるコンテを中心に基礎看

護技術の指導計画及び演習計画から作成した。基

礎看護技術の単元から，間違い探し箇所を，①学

習目標，②撮影可能な箇所，③単元担当教官のね

らいなどを条件として選択した。コンテ及びシナ

リオは，臨床場面との関連性，円滑な画面切り替

えの可能性，放映時間，などの視点から検討し，

間違い指摘箇所では，緩徐な動作や画面のアップ

を意図的に取り入れることとした。

2）制作段階

　Digital　Handycam（DCR－VX）を用い，モニ

ターカメラで撮影内容を確認しながら撮影した。

防音設備がない看護実習室での撮影のため，音声

では集音マイクをマフラー付きマイクに，また照

明装置ではハロゲンライトや蛍光ライトを調整し

た。ビデオ編集は，Adobe　Premiere5．1（Windows

版）を使用し，タイトルや事例紹介などの文字入

力も行った。

　作成したビデオ教材は，MPEG－1形式に変換し

た後，ビデオサーバー内に蓄積した。またこれら

のビデオを各学生が視聴しながらレポートを作成

できるような演習用のホームページも用意した。

V　VOD教材による演習の実際（図4）

　前述のVODシステムを使用し，3回の演習を

行った。「体位変換」を看護学科2年生78名（2グ

ループ），また「血圧測定の準備」と「血圧測定」

を同科2年生40名，合計118名を対象に実施した。

　演習のオリエンテーションとして，目的，コン

ピュータ操作（音量の調整，コンピュータ操作法，

間違い指摘のレポートならびにVOD演習へのア

ンケートの提出の仕方）について説明した。

　演習では，ビデオ教材を全員が各々のコン

ピュータ画面上で一回視聴し，その後議学生がコ

ンピュータを操作してビデオを任意に再生しなが

らレポート（間違いの指摘と理由の記述）を作成

した（図5）。レポート作成後，VOD演習に対す

る記名式アンケートへ回答した。

　1回のビデオ放映時間は「体位変換」9分45秒，

「血圧測定の準備」9分，「血圧測定」9分15秒で

あり，演習に要した時間は各々2時間～2時間30

分であった。

　回収されたアンケートは117件であり，1件のみ

コンピュータが機能せず回収できなかった。アン

ケート結果では，音響について94％が，ビデオ画

像については78％が適当であると回答した。また

図4　VOD演習風景

図5　コンピュータヒの画像
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このようなビデオ教材を今後も見たいですか

看護技術の練習などに役立つと思いますか

自己の看護技術を振り返ることができましたか

　　　　　看護技術の確認ができましたか

　　　　興味・関心がわくビデオでしたか

　　　全体的にわかりやすい内容でしたか

　　　　　簡単なコンピュータ操作でしたか

　　　　　　適切な画質（画像）でしたか

　　　　　　　　　適切な音響でしたか

　　　　　放映時間は適切な長さでしたか

oO／o

　　　　　　　　　　　　　　　図6

97％が看護技術の振り返りができ，92％が役立っ

としていた（図6）。
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VOD演習に対するアンケート結果

　　　　　　　　w　考　　察

1　ビデオ教材の作成とVODシステム

　今回，我々はシナリオからはじめビデオ映像の

全作成過程に取り組んだ。アンケート結果からも

未熟な音響や映像技術に対する指摘があり効果的

な内容であったとはいえない。特に，自作ビデオ

では照明と音声の困難さがこれまでも指摘されて

いる9）。これらは撮影機器の調整や編集ソフトに

よってある程度修正できるが，それにも限界があ

る。また音声ではアフターレコーディングによる

方法も検討したが，教材作成の作業量が増加し教

官の負担も増すことになる。視聴覚教材に対する

学生の期待と学習効果を考えると，これらの課題

解決には，施設内における撮影環境の確保が必要

といえる。

　コンピュータによる教材作成には，市販のオー

サリングソフト（教材作成支援ソフト）の活用も

考えられる10）。これらによるプログラム開発には，

発問内容とその順序あるいはKR　（Knowledge

of　Results）情報の与え方など緻密なコースウェ

ア設計が要求され，それに伴う教官の負担は大き

い。しかし，今回のVOD教材は，基礎看護技術に

おける各単元の学習目標を基盤としてビデオを作

□は　い

團いいえ

□救齢も

圏空欄

1000／o

成したため，複雑なコースウェア設計の必要性が

少ない。また，ビデオ映像の処理やコンピュータ

画面表示を工夫でき，作成した教材はビデオサー

バに蓄積・保管される。ビデオ撮影においても，

大がかりな撮影や編集の機器・器具を準備するこ

とは少なく，ビデオ教材作成をより身近な作業と

して捉えることができた。今後の教材作成に向け

て，開発過程の簡便さや工夫の可能性を確認でき

たといえる。

　マルチ・メディアやコンピュータによる教材開

発への取り組みの遅れが，看護系教官の認識不足

やそれに要する費用・時間などの理由から指摘さ

れている。しかし，撮影及び編集機器の低価格化

さらにコンピュータ利用の簡便さが進んでおり，

情報科学の専門的知識を持たない看護職者でも容

易に教材作成に取り組むことが可能ではないかと

考える。

2　VOD教材による学習効果

　マルチメディア教材は学習の満足感や楽しみを

通じて学習の創造性を強化できるといわれる11）。

本演習でもアンケート結果から，学生の興味や関

心を高め技術の振り返りができたことが明らかに

なった。VOD教材を今後も利用したいという結

果も得ており，学習の動機づけになることが確認

された。
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　また，アンケートの自由記載では，入力操作や

長時間の演習によって「疲れた」などの記述があ

る一方，「コンピュータが扱えるからいい」などの

記述もあった。コンピュータを経験する学生は増

加しており12），VOD教材は学習状況の変化に対応

できる教材の一つとして捉えることもできる。

　さらにVOD教材は，一斉授業のようにビデオ

を流すだけではなく，学習者自身が質問に応じて

キーボードやマウスを操作しながら見たい箇所を

繰り返し個別的に見ることができる。この特徴は，

ただ漫然とビデオをみるのではなく，個々の学生

が考えながら見ることを意味する。今回作成した

質問用紙には，単なる○×式の回答のみならず，

理由の記述欄を設けた。この意図は，学生の思考

内容を捉えることにある。間違い探しをテーマと

した視聴覚教材は過去の記憶を想起し，想起され

た記憶の情報を組織化しなければならない。理由

記載を学生の思考内容の表現と捉えると，VOD

教材はより学生の思考を促進できたと考える。映

像画面による視覚・聴覚的刺激を受けながら思考

内容を表現することは，記憶量の相違がある13）と

指摘されており，より質の高い学習につながると

考える。

　　　　　　　　IX　おわりに

　基礎看護技術教育におけるVOD教材の開発過

程とその実際について，教育的意義から報告した。

VODによる学習効果や評価方法については明ら

かにしておらず今後の課題としたい。

　また，本開発過程を通じて，看護学生が画面に

取り組む真剣な姿勢から，講義室での一斉授業と

異なる，コンピュータ教育利用の意義を直接体験

できた。個別学習の支援に向けた，教材作成の努

力と教育技術の習得が教官に求められていること

を改めて確認できた。

　本研究は平成11年度文部省科学研究費の助成を

受けた研究の一部である。
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